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　５月２日の札沼線メモリアルゾーンのオープン記
念イベントとして５月１７日（金）～１９日（日）
までの３日間、ありがとう札沼線フェスタを開催い
たします。
　当別町・月形町・新十津川町の協力のもと、駅名
標をはじめとしたたくさんの所蔵品や鉄道模型ジオ
ラマなどを展示いたします。
　また、鉄道にあまり興味のない方でも楽しんでい
ただけるようキッチンカー出店や特産品などが当た
る抽選会の実施、かつて浦臼駅で販売されていた駅
弁も限定復刻します。
　詳細につきましては、浦臼観光協会や地域おこし
協力隊のＳＮＳ、チラシ等でお知らせいたします。
　多くの町民の皆様のご来場をお待ちしております。

５月１７日（金）　１３：００～１８：００
　　　　　　　　　※一部展示のみ
５月１８日（土）　１０：００～１９：００
５月１９日（日）　１０：００～１５：００

〔会場〕
多世代交流施設えみる
①廃止区間全駅名標一挙展示
②札沼線鉄道模型ジオラマ展示
③晩生内駅3D復刻・ラストランヘッドマークなど
　その他資料展示
④復刻駅弁限定販売、軽食・コーヒー・スイーツなど
　キッチンカー出店
⑤レアな鉄道グッズや特産品が当たる抽選会

主催：浦臼観光協会
企画・立案：浦臼町地域おこし協力隊

お問い合わせ
浦臼観光協会ありがとう札沼線事務局（産業課商工観光係）電話６８－２１１４
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坂本龍馬の甥である坂本直寛が浦臼に住んでい
たことはご存知の方も多いと思います。直寛は明
治31年、46歳の時に高知から浦臼に移住しまし
た。浦臼でキリスト教の布教活動などを精力的に
行いましたが、その経歴や活動については書籍等
で紹介されているので、ここでは坂本直寛邸につ
いて紹介します。

浦臼町史には次のように書かれています。「浦
臼沼北岸の小高い森の一隅に、ロシヤ風の角材を
組んで積み重ねた二階建が直寛の住居であった。
大きな家ではないが、きちんとした日本座敷も
あって当時の住家としては浦臼第一と言われた。
珍しい建物なので残されていたが、昭和三十九年
頃、石狩川の治水工事でとりこわされた。」

所在地は現在の浦臼第6町内で、浦臼沼のそば
に説明板が立てられています。

変わった校倉造りの住宅

写真を見ると木材を直交させて積み上げ、洋風の上げ下げ窓が付い
ています。建坪60㎡程度の総2階建ての立派な邸宅です。基礎が地
面より1ｍ近く立ち上がっていますが、たびたび石狩川が氾濫する土
地ゆえの対策でしょう。

構造的な特徴は、校倉（あぜくら）造りのように木材を積み上げて
いるところにありますが、正倉院やログハウスでは木材が交差する箇
所で木材の上下面を欠き込んで噛み合うようにしますが、直寛邸では
木材を欠き込むことなく積み上げる変わった構造になっています。

解体材が保管されています

実は、町内の今田建設さんの倉庫に解体材の一部が保存され
ています。これを見ると構造の詳細が分かります。木材は厚さ
13.5～15cm、高さ27～28cmの大きな材です。積み上げた
木材が一体になるように、縦方向にボルトを通して締め付ける
ようになっているので、相当に強固な造りだったと想像します。

木材の厚さがこれだけあると、現代の断熱材50mm相当程
度の断熱性能があったと思われます。また、写真を見ると木材
の間に漆喰のようなものが挟まっているので、これで隙間風を
防いだと思われます。

明治時代にこれだけ大きな製材を大量にどうやって集めたか
や、たいへん珍しい構造なので、何を手本として建てたかなど、
分からないこともあります。

札幌市立大学で教員してます西川忠です。この活動を始める前は、
浦臼に坂本龍馬の甥の住宅があったことは知りませんでした。明
治期にこれだけの住宅を建てたことは驚きですし、解体材が残さ
れていたのも驚きでした。町の財産として活かせると良いですね。

浦臼に坂本龍馬の甥の住宅があったのを知ってますか？

坂本直寛邸 （浦臼町史より）

保管材は坂本直寛邸の
創建から125年を経た貴
重なものなので、有効に
保存活用されることを期
待します。

坂本直寛住居跡の説明板

今田建設さんに保管さ
れている坂本直寛邸の
解体材

▲

坂本直寛邸
の構造

※資料写真と
解体材からの
想定図


